学員時報原稿（２０１１）
飯能にて賑やかに支部総会
～埼玉支部　　
平成２３年度定期総会は１０月３０日、ヘリテージ・リゾーツ飯能にて開催。奥むさし駅伝を通じ大学と関わりが深い飯能。久野修慈理事長（学員会会長も兼任）をはじめ多数のご来賓を迎えした。
第一部総会は林副支部長の言葉で開会。校歌斉唱、黙祷、鈴木支部長挨拶と続き議事に入った。①決算・監査報告を承認。②創立１２５周年記念事業募金につき目標額２，１００万円を達成した旨報告があり了承。③支部規則改正案が可決され新役員案が承認された。副支部長に原健作氏、西川康彦氏、山田芙美子氏を選任、また地区推薦理事も原案のとおり承認。その後、ゴルフ大会の報告、囲碁大会開催のご案内がなされた。

来賓祝辞は、沢辺飯能市長（学員）から地元市長として歓迎のご挨拶、久野理事長から全国からの熱い要望を活かし大学改革に務めたいとのお話をいただき深く感銘した。佐藤学員会副会長からもご挨拶を頂戴した後、松丸常任理事、池田秘書室課長、木下学員会事務局長、庄野父母連絡会埼玉支部長、開山信窓会埼玉支部長のご紹介があり、飯野副支部長の言葉をもって総会を閉会。

第二部以降は飯能白門会の松岡昭氏が進行担当。ヤマハ・シニア・アンサンブルの名演奏に一同聞き入った。第三部は木川飯能白門会会長(副支部長)の言葉で開宴、支部長挨拶、福田副支部長の乾杯発声により懇親スタート。松丸常任理事、小島敏男氏(熊谷白門会)ほか多数が相次いで登壇し近況報告やら意気盛んを披露。全員で中央大学応援歌を高らかに歌い上げ、感動も最高潮に。最後に、原副支部長の閉会の辞。来年度は大宮で開催する旨述べお開き。参加者数は約１６０名。（副幹事長 大久保伸一）
